



2011 年 11 月に岩手県の被災地及び仮設住宅の視察を




























Photo2 大船渡市長洞仮設住宅集会所にて聞き取り Fig.2 大船渡市長洞仮設住宅団地配置図 
断熱，物干しの屋根などが設置されている 
自治会：まだ設立されていない 
支援員数：地域マネージャー1 名と支援員 12 人が配置されている。支援員の仕事は平日の朝の 8:30 から夕方の 17:30
までである。4時間勤務と 8 時間勤務がある。仕事業務の中で毎日欠かせないのが１日 5回程度の仮設住宅団地の見回り
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9：15～10：15 11:00～14:00 12:00～17:00 10:00～12:00 8：00～12：00
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9：15～10：15
県庁健康相談
























月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6
11:0～14:00 13：00～ 不詳
就職相談会 大学視察 郷土芸能
7 8 9 10 11 12 1



































































































 Photo3 スロープ付き仮設住宅 Photo4 仮設住宅脇で歓談している居住者 
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 Photo5 被災地では解体・がれき処理が進んでいる Photo6 分別されたがれき 
 Photo8 流出したインフラの復旧は遠そうである Photo7 上部の家は居住中，津波の到達の有無がはっきり分かる 
被害
が少なかった集落 
Photo9 駅前で再建された食料品店，駅の再建はまだである Photo10 過去の津波の経験から高い土地に家を構え，建物
以上 文責 安武敦子（構造工学コース・准教授） 
2012.2.2 
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